
2款　1項　18目

【会計】一般会計

2款：総務費　1項：総務管理費　18目：コミュニティセンター費

57

【予算額】

一般財源 国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財

12,481千円 12,000千円

【事業の概要】

【予算額の節別内訳】

予算額

9 旅費

普通旅費 5千円

11 需用費

消耗品費 535千円

印刷製本費 75千円

修繕料 2,000千円

13 委託料

機器保守点検委託料 131千円

施設維持管理委託料 21,267千円 市民風呂管理清掃、庁舎管理業務委託料

14 使用料及び賃借料

清掃用具賃借料 376千円

18 備品購入費

庁用器具費 92千円

24,481千円計

事業の概要

施設の維持管理・運営を行います。 
・館内全体の安全を確保するため管理員による館内巡視、駐車場の誘導等を行います。 
・貸館施設の予約受付、使用料の徴収、利用者要望に対応した設営を行います。 
・機械設備等保守点検を定期的に行い、利用者が快適に過ごせる施設管理を行います。

令和2年度　当初予算要求事業内容説明書

第6章　ともに生き、支え合うまちづくり

施策5　コミュニティの活動拠点の整備に支援を行います

事業 佐倉コミュニティセンター管理運営事業

担当所属 ミレニアムセンター佐倉

予算要求額
（財源内訳）

24,481千円

基本施策1　地域コミュニティの醸成

事業の目的

・佐倉地区のコミュニティ施設として、地域活動の推進を図ります。 
・市民グループ等の活動場所として、市民活動の推進を図ります。 
・災害時には被災した市民のための施設として提供する市民風呂を維持管理し、市民サービスの向上を図り
ます。

事業の効果

・佐倉地区の地域活動の中心的な施設として整備することにより、地域活動やボランティア活動を活発化する
ことができます。 
・佐倉市内の公衆浴場の一つである市民風呂は、駅前という立地条件から佐倉地区以外からも利用者があり
ます。 
・有料の市民風呂については、災害時に被災した市民のための施設として提供し、安全安心なまちづくりに貢
献します。

節 説明

職員の出張に要する交通費

電球、市民風呂用塩素、洗剤等施設消耗品

佐倉コミュニティセンター利用案内用パンフレットの印刷代

佐倉コミュニティセンターの修繕のための経費

ピアノ保守点検委託

マット、モップ賃借料

プロジェクタースクリーン、ギターアンプ購入



【活動指標・成果指標】　

【内訳】和室２の利用者数
123件 

1,417人

【内訳】市民風呂の利用者数 32,140人

【内訳】会議室４の利用者数
806件 

6,347人

【内訳】調理室の利用者数
413件 

3,625人

【内訳】和室１の利用者数
553件 

2,734人

【内訳】会議室１の利用者数
865件 

4,610人

【内訳】会議室２の利用者数
795件 

6,088人

【内訳】会議室３の利用者数
815件 

6,549人

ホール、会議室等貸館の利用件数 6,040件

【内訳】ホールの利用者数（ホール）
750件 

16,250人

【内訳】音楽練習室の利用者数
920件 

3,400人

佐倉コミュニティセンターの部屋の貸出し率 0.733

佐倉コミュニティセンター利用者数 83,160人

指標名 令和2年度計画値

佐倉コミュニティセンター利用開館日数 333日


